
 令和６年 

 第３回市議会定例会 報告第４号 

   令和５（２０２３）年度一般財団法人函館国際水産・海洋 

   都市推進機構決算の報告について 

 一般財団法人函館国際水産・海洋都市推進機構の令和５（２０２３） 
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令和５（２０２３）年度決算に関する書類 

自 令和５（２０２３）年４月 １日 

至 令和６（２０２４）年３月３１日 

１ 事業の概要 

 当機構は，令和６（２０２４）年３月３１日をもって，第１５期事業年度を終了

した。 

「函館国際水産・海洋都市構想」が策定されてから２１年が経過し，その理念に

基づき，各種事業の推進に努めてきた。また，設立１０年目を迎えた函館市国際水

産・海洋総合研究センター（以下，海洋研究センター）は構想推進の中核研究施設

として，今日まで培ってきた産学官連携の取組みなどを着実に進めてきた。 

活動の柱として掲げている（１）水産・海洋に関する学術研究機関の集積に関わ

る事業，（２）地域と学術研究機関の連携に関わる事業，（３）観光と学術研究機関

の融合に関わる事業，（４）水産・海洋と市民生活の調和に関わる事業，（５）水

産・海洋分野等に関わる調査・研究に関わる事業，（６）海洋研究センターの指定管

理者事業，（７）その他公益目的を達成するために必要な事業について，継続して取

り組んできた。 

特に，令和５年度においては，ここ数年猛威を振るった新型コロナウイルス感染

症も，５月には第５類感染症へ移行したことから，当機構の各種事業も概ね対面に

より開催したほか，施設・見学者などが海洋研究センターに多く足を運んだ。 

はじめに，水産・海洋に関する学術研究機関の集積に関わる事業では，包括連携

協定を締結している国立研究開発法人海洋研究開発機構（ＪＡＭＳＴＥＣ）と函館

市，当機構の３者による包括連携協定事業として，小学生以上を対象に海を知って

もらうことを目的として，有人潜水調査船の元パイロットを招き，「深海のせかい」

を開催し，一般市民が深海を知る良い機会となった。 

また，ここ数年なかった海外から海洋研究センターへの訪問について，令和５年

度には，大学や関係機関の視察等が９件あり，水産・海洋都市構想やマリカルチャ

ープロジェクトの取組みを紹介することができた。 

地域と学術研究機関の連携に関わる事業では，例年市内の水産関係５団体の協力

を得て開催している「イカ資源の評価と予測に関する講演会」は，オンラインによ

り開催し，国立研究開発法人水産研究・教育機構の研究者をはじめ，函館水産試験

場の担当者が講師を務め，近年における資源動向や資源量と漁獲量の関係，北海道

周辺および太平洋での資源量調査の結果を基にした来遊状況について報告が行われ，

道内外を含め７０名の参加があった。 

函館市が，令和４年度の内閣府「地方大学・地域産業創生交付金事業」に採択さ

れた「魚介藻類養殖を核とした持続可能な水産・海洋都市の構築～地域カーボンニ

ュートラルに貢献する水産養殖の確立にむけて～」（通称：函館マリカルチャープロ

ジェクト）においては，「地域水産業創生計画事業推進支援業務」を函館市から受託
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して２年度目を迎え，当機構がプロジェクトの管理運営を担い，事業の推進にあた

っては，北海道大学大学院水産科学研究院や函館地域産業振興財団などと連携し，

運営会議の開催をはじめ，「函館真昆布」に関するイベントや市内の企業・団体向け

セミナーの開催，プロジェクト等のホームページ公開など，事業計画の概要や取組

み状況について理解の醸成を図った。 

さらに，令和３年度より函館市から受託している「キングサーモン完全養殖技術

研究業務」は３年度目を迎え，北海道大学大学院水産科学研究院との連携により，

キングサーモンの養殖技術の確立を目指して，引き続き基礎的な知見の集積に取り

組んだ。具体的には，海洋研究センターで北海道大学所有のキングサーモンを海水

飼育するとともに，函館沿岸を回遊するキングサーモンの生理・生態的な知見の集

積および将来的な遺伝資源獲得に向け，南かやべ地区の定置網で混獲される天然の

キングサーモンの飼育試験を行い，昨年度に続き，雌雄ともに成熟させることに成

功した。 

令和５年度の受託研究・共同研究事業については，「漁海況情報に基づく南かやべ

沿岸の定置網への小型マグロ入網予測と回避・放流手法の検討と実施」に取り組み，

当機構が事業管理機関としての役割を担い，函館頭足類科学研究所長が中心となり，

地域の学術研究機関や海洋研究センター入居機関等と連携して推進した。 

観光と学術研究機関の融合に関わる事業では，函館商工会議所による実行委員会

が主催する「カルチャーナイト」が開催され，海洋研究センターを一般開放した。

推進機構では，キングサーモン発眼卵と若魚の展示・ミニタッチプール・海藻おし

ば教室などを実施したほか，外部参加団体（函館税関・北海道ガス・函館開発建設

部）にも会場を提供し，各団体による催しも行われ，家族連れを中心に１，７０４

名が来館し，市民に向けて海洋研究センターのＰＲを行う良い機会となった。 

水産・海洋と市民生活の調和に関わる事業では，海洋研究センター入居機関をは

じめ国や地域の関係機関・団体等と連携し，７月に「マリンフェスティバル２０２３」 

を２日間にわたり開催した。４年振りの開催となった今回は，タッチプールや海藻

おしば・海藻万華鏡づくり，ＪＡＭＳＴＥＣブース「海と地球のペーパークラフト

づくり」など，子ども達の体験を目的とした催しのほか，大型実験水槽において，

北海道大学北方生物圏フィールド科学センターの協力により，ＲＯＶを用いた「ス

ルメイカの行動観測と遊泳展示」の公開，函館水産試験場の協力による「マリン縁

日」，海産物のフードコーナーなど２日間にわたり多彩なプログラムを行った。その

他，海の日記念イベントとして，海上保安庁や函館水産試験場などの協力による

「函館港で活躍する観潮船見学会」も行われた。会場には，２日間で５，０００名

を超える来場があり，多くの家族連れで賑わった。 

水産・海洋分野等に関わる調査・研究に関わる事業では，函館頭足類科学研究所

所長による漁業対象種の生態・資源研究をはじめ，今後の環境変化に応答する漁業

対象種の資源変動の解明と将来予測，資源の持続的利用に貢献するための調査・研
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究を推進した。 

最後に，海洋研究センター指定管理者事業では，指定管理者として施設の管理運

営はもとより，入居機関や関係団体・企業との連携研究推進に向けた産学官による

コーディネート業務や調査業務をはじめ，海洋研究センターの視察・見学対応や，

ニュースレターの発行など，函館国際水産・海洋都市構想や推進機構の取組みを広

報したほか，水産・海洋に関する情報や産学官連携の取組みについて，当機構のホ

ームページなどにより情報提供に努めた。 

 

２ 事業の実施状況 

（１）水産・海洋に関する学術研究機関の集積，地域と学術研究機関の連携および調

査・研究に関わる事業 

定款第４条第１項第１号，第２号，第５号に掲げる事業を次により行った。 

ア 学術研究機関等との連携協定事業 

・ＪＡＭＳＴＥＣ，函館市，当機構の３者での包括連携協定事業として，「深海

のせかい」を実施した。 

イ 水産・海洋関係機関に対する誘致活動 

・民間企業等の訪問対応および情報交換を行った（３０件）。 

ウ 講演会・シンポジウムの開催 

・道南スルメイカ漁の来遊状況予測についての講演会を開催した。 

・海洋研究センターの入居機関による研究開発の成果報告会を開催した。 

エ 受託事業および共同研究等事業 

・キングサーモン完全養殖技術研究業務を受託し，キングサーモンの海水飼育を

行った。 

・「漁海況情報に基づく南かやべ沿岸の定置網への小型マグロ入網予測と回避・

放流手法の検討と実施」について，研究事業に取り組んだ。 

・内閣府所管の「地方大学・地域産業創生交付金事業」について，プロジェクト

の推進支援業務を行った。 

（２）観光と学術研究機関の融合に関わる事業 

定款第４条第１項第３号に掲げる事業を次により行った。 

・函館市内の文化・教育・民間施設を夜間に開放する「カルチャーナイト」へ参

画し，施設を開放して魚類展示などを実施した。 

（３）水産・海洋と市民生活の調和に関わる事業 

定款第４条第１項第４号に掲げる事業を次により行った。 

・水産海洋に親しむ市民参加型イベント「函館マリンフェスティバル」を開催 

した。 

・市内外からの小中学校等を受け入れ，水産海洋に関する体験学習などを行った。 

（４）広報に関わる事業 
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ア 各種リーフレットの発行，ホームページの更新 

イ 関係団体における講演等による周知活動の実施 

（５）函館市国際水産・海洋総合研究センターの維持管理に関わる事業 

ア 指定管理者としての施設の維持管理 



（１）貸借対照表

当　年　度 前　年　度 増　　減

円 円 円

Ⅰ　資産の部

１．流動資産　　

現金預金 17,864,987 13,373,567 4,491,420

前払費用 6,138 6,825 △ 687

立替金 2,289,850 2,299,635 △ 9,785

流動資産合計 20,160,975 15,680,027 4,480,948

２．固定資産

  (1) 基本財産

普通預金（基） 37,000,000 37,000,000 0

基本財産合計 37,000,000 37,000,000 0

  (2) その他固定資産

什器備品 1 1 0

その他固定資産合計 1 1 0

固定資産合計 37,000,001 37,000,001 0

資産合計 57,160,976 52,680,028 4,480,948

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

未払費用 6,325,575 3,765,660 2,559,915

未払法人税等 482,300 580,300 △ 98,000

未払消費税等 2,463,300 2,349,300 114,000

預り金 737,403 30,000 707,403

賞与引当金 693,493 686,400 7,093

流動負債合計 10,702,071 7,411,660 3,290,411

２．固定負債

固定負債 0 0 0

固定負債合計 0 0 0

負債合計 10,702,071 7,411,660 3,290,411

Ⅲ　正味財産の部

１．指定正味財産

寄付金 37,000,000 37,000,000 0

（うち函館市出えん金） (20,000,000) (20,000,000) (0)

　　指定正味財産合計 37,000,000 37,000,000 0

（うち基本財産への充当額） (37,000,000) (37,000,000) (0)

２．一般正味財産 9,458,905 8,268,368 1,190,537

正味財産合計 46,458,905 45,268,368 1,190,537

負債及び正味財産合計 57,160,976 52,680,028 4,480,948

３　令和５（２０２３）年度　計算書類

　　　　令和６（２０２４）年３月３１日現在

科　　　目
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円 円 円 円 円

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

  (1) 経常収益 

　事業収益 138,217,278 138,217,278

管理委託料 138,217,278 138,217,278

　受取補助金等 2,485,000 80,000 10,133,000 12,698,000

受取地方公共団体
補助金

1,985,000 10,133,000 12,118,000

受取民間助成金 80,000 80,000

受取受託研究費 500,000 500,000

　雑収益 58,204 487 26 58,717

受取利息 4 407 26 437

雑収益 58,200 80 58,280

経常収益計 2,543,204 138,297,765 10,133,026 0 150,973,995

  (2) 経常費用  

　事業費 2,616,015 136,428,501 139,044,516

企業誘致および産学連
携促進に係る事業

263,732 263,732

水産・海洋と市民生活
の調和事業

1,604,957 656,439 2,261,396

広報に関わる事業 504,409 645,496 1,149,905

受託研究事業 506,649 506,649

国際水産・海洋総合研
究センター維持管理

79,570,607 79,570,607

水産・海洋に関わる調
査・研究事業

24,190 24,190

キングサーモン完全養
殖技術研究事業

36,017,321 36,017,321

函館地域水産業創生計
画事業推進支援事業

19,250,716 19,250,716

　管理費 10,256,642 10,256,642

経常費用計 2,616,015 136,428,501 10,256,642 0 149,301,158

当期経常増減額 △ 72,811 1,869,264 △ 123,616 0 1,672,837

２．経常外増減の部

収益事業等会計

（２）正味財産増減計算書総括表

科　　　目

　　　　令和５（２０２３）年４月１日から令和６（２０２４）年３月３１日まで

内部取引消去法人会計 合　計公益目的事業会計
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円 円 円 円 円

収益事業等会計科　　　目 内部取引消去法人会計 合　計公益目的事業会計

経常外収益 0

経常外費用  0

当期経常外増減額 0

他会計振替額 72,811 △ 196,427 123,616 0

 税引前当期一般正味財産増減額 0 1,672,837 0 0 1,672,837

 法人税，住民税及び事業税 0 482,300 0 0 482,300

当期一般正味財産増減額 0 1,190,537 0 0 1,190,537

一般正味財産期首残高 1 6,845,011 1,423,356 0 8,268,368

一般正味財産期末残高 1 8,035,548 1,423,356 0 9,458,905

Ⅱ　指定正味財産増減の部

一般正味財産への振替額 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 37,000,000 0 37,000,000

指定正味財産期末残高 0 0 37,000,000 0 37,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 1 8,035,548 38,423,356 0 46,458,905
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（３）正味財産増減計算書

ア　公益目的事業会計

当　年　度 前　年　度 増　　減

円 円 円

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

(1) 経常収益

　受取補助金等 2,485,000 2,813,000 △ 328,000

受取地方公共団体補助金 1,985,000 513,000 1,472,000

受取受託研究費 500,000 2,300,000 △ 1,800,000

　雑収益 58,204 9 58,195

受取利息 4 9 △ 5

雑収益 58,200 0 58,200

　経常収益計 2,543,204 2,813,009 △ 269,805

(2) 経常費用

　事業費 2,616,015 2,889,780 △ 273,765

通信運搬費 13,872 0 13,872

消耗品費 169,529 0 169,529

印刷製本費 275,000 0 275,000

光熱水費 139,500 0 139,500

保険料 45,000 0 45,000

諸謝金 323,600 0 323,600

委託費 536,782 0 536,782

広告料 33,000 0 33,000

手数料 3,410 0 3,410

雑費 65,264 0 65,264

　広報に関わる事業 504,409 503,864 545

18,517 12,142 6,375

印刷製本費 216,040 221,980 △ 5,940

委託費 264,000 264,000 0

広告料 3,982 3,982 0

手数料 1,870 1,760 110

　受託研究事業 506,649 2,385,916 △ 1,879,267

給料 406,000 420,000 △ 14,000

1,604,957
　事業

1,604,9570

　　　　令和５（２０２３）年４月１日から令和６（２０２４）年３月３１日まで

科　　　目

通信運搬費

　水産・海洋と市民生活の調和
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当　年　度 前　年　度 増　　減

円 円 円

科　　　目

旅費交通費 0 392,875 △ 392,875

消耗什器備品費 0 296,890 △ 296,890

消耗品費 27,938 553,885 △ 525,947

光熱水料費 0 39,142 △ 39,142

賃借料 0 150,000 △ 150,000

諸謝金 0 244,000 △ 244,000

租税公課 17,072 74,659 △ 57,587

図書新聞費 0 11,000 △ 11,000

手数料 440 3,465 △ 3,025

間接経費 55,199 200,000 △ 144,801

　経常費用計 2,616,015 2,889,780 △ 273,765

　　 当期経常増減額 △ 72,811 △ 76,771 3,960

２．経常外増減の部

(1) 経常外収益

　経常外収益計 0 0 0

(2) 経常外費用

　経常外費用計 0 0 0

　他会計振替額 72,811 76,771 △ 3,960

　当期一般正味財産増減額 0 0 0

　一般正味財産期首残高 1 1 0

　一般正味財産期末残高 1 1 0

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　一般正味財産への振替額 0 0 0

　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　指定正味財産期首残高 0 0 0

　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 1 1 0
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イ　収益事業等会計

当　年　度 前　年　度 増　　減

円 円 円

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

(1) 経常収益

　事業収益 138,217,278 138,128,881 88,397

管理委託料 138,217,278 138,128,881 88,397

　受取補助金等 80,000 80,000 0

受取民間助成金 80,000 80,000 0

　雑収益 487 1,380 △ 893

受取利息 407 380 27

雑収益 80 1,000 △ 920

　経常収益計 138,297,765 138,210,261 87,504

(2) 経常費用

　事業費 136,428,501 135,894,875 533,626

旅費交通費 98,690 179,140 △ 80,450

消耗品費 9,832 38,148 △ 28,316

図書新聞費 83,440 86,160 △ 2,720

会議費 41,000 17,000 24,000

手数料 770 770 0

車両関係費 0 12,240 △ 12,240

諸会費 30,000 30,000 0

通信運搬費 30,065 11,935 18,130

消耗什器備品費 83,160 0 83,160

消耗品費 210,027 58,527 151,500

印刷製本費 177,760 0 177,760

賃借料 55,000 0 55,000

諸謝金 85,720 48,360 37,360

図書新聞費 12,452 0 12,452

手数料 2,255 1,155 1,100

　広報に関わる事業 645,496 597,646 47,850

印刷製本費 289,520 242,000 47,520

賃借料 89,886 89,886 0

委託費 264,000 264,000 0

手数料 2,090 1,760 330

科　　　目

263,732 363,458 △ 99,726
　企業誘致および産学連携
　促進に係る事業

656,439 536,462
　調和事業
　水産・海洋と市民生活の

119,977
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当　年　度 前　年　度 増　　減

円 円 円

科　　　目

79,570,607 81,141,779 △ 1,571,172

給料 15,401,200 15,252,000 149,200

諸手当 3,727,258 3,511,533 215,725

法定福利費 2,609,951 2,639,979 △ 30,028

退職給付費用 168,000 168,000 0

福利厚生費 51,523 35,845 15,678

通信運搬費 425,724 430,680 △ 4,956

消耗什器備品費 1,107,661 117,700 989,961

消耗品費 1,448,412 619,354 829,058

修繕費 5,044,864 4,743,002 301,862

印刷製本費 380,657 492,579 △ 111,922

燃料費 66,077 111,132 △ 45,055

光熱水料費 9,433,778 10,452,656 △ 1,018,878

賃借料 2,992,732 2,234,452 758,280

租税公課 2,863,136 2,832,325 30,811

委託費 32,898,068 36,562,084 △ 3,664,016

手数料 26,379 20,858 5,521

研修費 20,427 0 20,427

車両関係費 904,760 917,600 △ 12,840

24,190 13,347 10,843

消耗品費 24,190 13,347 10,843

36,017,321 36,033,971 △ 16,650

給料 7,254,000 5,940,000 1,314,000

諸手当 1,176,178 1,026,661 149,517

法定福利費 1,089,459 1,040,043 49,416

福利厚生費 16,282 18,169 △ 1,887

旅費交通費 216,060 628,689 △ 412,629

通信運搬費 25,609 1,790 23,819

消耗什器備品費 4,673,900 10,921,219 △ 6,247,319

消耗品費 7,612,392 5,808,546 1,803,846

修繕費 868,780 1,093,400 △ 224,620

燃料費 19,184 0 19,184

光熱水料費 9,487,167 7,382,400 2,104,767

賃借料 102,498 0 102,498

保険料 137,342 0 137,342

租税公課 1,228,164 1,166,285 61,879

委託費 496,169 348,700 147,469

図書新聞費 206,826 166,873 39,953

  水産・海洋に関わる調査・
  研究事業

　国際水産・海洋総合研究
  センター維持管理

  キングサーモン完全養殖
  技術研究事業
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当　年　度 前　年　度 増　　減

円 円 円

科　　　目

会議費 0 30,000 △ 30,000

手数料 19,580 17,985 1,595

車両関係費 1,387,731 443,211 944,520

19,250,716 17,624,697 1,626,019

給料 6,840,000 6,590,000 250,000

諸手当 135,600 141,060 △ 5,460

法定福利費 1,175,771 1,022,609 153,162

福利厚生費 10,564 10,988 △ 424

旅費交通費 1,596,614 1,047,180 549,434

通信運搬費 36,362 43,270 △ 6,908

消耗什器備品費 0 2,933,121 △ 2,933,121

消耗品費 1,081,843 1,223,994 △ 142,151

印刷製本費 499,377 349,447 149,930

賃借料 37,200 0 37,200

諸謝金 212,996 30,000 182,996

租税公課 656,528 569,931 86,597

委託費 4,462,910 1,917,560 2,545,350

図書新聞費 32,364 2,530 29,834

会議費 980,100 654,558 325,542

広告料 550,000 0 550,000

手数料 21,615 5,642 15,973

車両関係費 1,410 238,806 △ 237,396

間接経費 918,142 838,001 80,141

諸会費 0 6,000 △ 6,000

雑費 1,320 0 1,320

　経常費用計 136,428,501 135,894,875 533,626

　　 当期経常増減額 1,869,264 2,315,386 △ 446,122

２．経常外増減の部

(1) 経常外収益

　経常外収益計 0 0 0

(2) 経常外費用

　経常外費用計 0 0 0

　当期経常外増減額 0 0 0

　他会計振替額 △ 196,427 △ 126,598 △ 69,829

1,672,837 2,188,788 △ 515,951

482,300 580,300 △ 98,000

　当期一般正味財産増減額 1,190,537 1,608,488 △ 417,951

　一般正味財産期首残高 6,845,011 5,236,523 1,608,488

　一般正味財産期末残高 8,035,548 6,845,011 1,190,537

　税引前当期一般正味財産増減額

　法人税，住民税及び事業税

  函館地域水産業創生計画
  事業推進支援事業

- 12 -



当　年　度 前　年　度 増　　減

円 円 円

科　　　目

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　一般正味財産への振替額 0 0 0

　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　指定正味財産期首残高 0 0 0

　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 8,035,548 6,845,011 1,190,537
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ウ　法人会計

当　年　度 前　年　度 増　　減

円 円 円

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

(1) 経常収益

　受取補助金等 10,133,000 10,124,000 9,000

受取地方公共団体補助金 10,133,000 10,124,000 9,000

　雑収益 26 28 △ 2

受取利息 26 28 △ 2

　経常収益計 10,133,026 10,124,028 8,998

(2) 経常費用

　管理費 10,256,642 10,173,855 82,787

給料 7,457,303 7,438,166 19,137

諸手当 205,342 220,584 △ 15,242

法定福利費 1,172,416 1,166,897 5,519

福利厚生費 60,564 39,338 21,226

会議費 58,995 65,080 △ 6,085

交際費 15,000 10,000 5,000

通信運搬費 78,839 80,531 △ 1,692

消耗品費 139,460 49,459 90,001

印刷製本費 8,470 7,832 638

光熱水料費 159,403 170,498 △ 11,095

賃借料 224,000 208,400 15,600

租税公課 31,200 71,200 △ 40,000

手数料 67,650 67,870 △ 220

委託料 506,000 506,000 0

諸会費 72,000 72,000 0

　経常費用計 10,256,642 10,173,855 82,787

　　 当期経常増減額 △ 123,616 △ 49,827 △ 73,789

２．経常外増減の部

(1) 経常外収益

　経常外収益計 0 0 0

(2) 経常外費用

　経常外費用計 0 0 0

　当期経常外増減額 0 0 0

　他会計振替額 123,616 49,827 73,789

0 0 0

科　　　目

　税引前当期一般正味財産
　増減額
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当　年　度 前　年　度 増　　減

円 円 円

科　　　目

　法人税，住民税及び事業税 0 0 0

　当期一般正味財産増減額 0 0 0

　一般正味財産期首残高 1,423,356 1,423,356 0

　一般正味財産期末残高 1,423,356 1,423,356 0

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　一般正味財産への振替額 0 0 0

　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　指定正味財産期首残高 37,000,000 37,000,000 0

　指定正味財産期末残高 37,000,000 37,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 38,423,356 38,423,356 0
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（４）財産目録

円 円 円

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

手許有高 108,045

北洋銀行函館中央支店 17,756,942

　　  

放送受信料 6,138

 　　　流動資産合計 20,160,975

２．固定資産

(1)　基本財産　　　　

　　　北洋銀行函館中央支店 37,000,000

　　　基本財産合計 37,000,000

(2)　その他固定資産

1

　　　その他固定資産合計 1

　　　固定資産合計 37,000,001

　　　資産合計 57,160,976

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

諸未払費用 6,325,575

期末納付額 482,300

期末納付額 2,463,300

源泉所得税 59,300

住民税 109,800

社会保険料 508,303

駐車場使用料 60,000

６月期末手当 693,493

　 　流動負債合計 10,702,071

　 　負債合計 10,702,071

　 　正味財産 46,458,905

預 り 金

賞 与 引 当 金

未 払 消 費 税 等

未 払 費 用

未 払 法 人 税 等

前 払 費 用

立 替 金

普 通 預 金 （ 基 ）

什 器 備 品

国際水産・海洋総合研究センター入居者
使用光熱水費

　　　　令和６（２０２４）年３月３１日現在

2,289,850

科            目 金　　　　額

現 金

普 通 預 金
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